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研究成果の概要（和文）：日本列島とアムール川下流は、最古級の土器出現地域に含まれる。土器を利用した多
様な資源利用行動は、寒暖の振幅が繰り返された更新世末の不安定な環境下で生み出された。本研究はこうした
行動が出現した背景の共通性と個性を、比較考古学的手法で解明することを目指した。特に、データが最も充実
した日本列島と、石器などの類似を指摘されてきたアムール下流との比較を重視した。日露共同調査によって蓄
積してきたデータの整理・分析結果を報告書にまとめ、日本列島との比較を行った。両地域では類似より相違が
目立ち、わずかな類似を有しながらもそれぞれ個性的な環境への適応の結果、それぞれの土器を含む考古文化が
生じたと推定できる。

研究成果の概要（英文）：Some of the earliest pottery to have ever been found has been unearthed on 
the Japanese archipelago and lower Amur river basin. These are important regions for studies on the 
human responses to paleoenvironmental changes in the transition from the Pleistocene era to the 
beginning of Holocene era. This study examines the human behavior determined from the artifacts 
found in the Incipient Jomon (Japan) and the Oshipovka culture complex (Far eastern Russia). In 
particular, it shares the results of a joint Japanese-Russian research project at the four Oshipovka
 culture sites (Goncharka 1 site, Novotroitskoe 10 site, and the Oshinovaya Rechika 10 and 12
sites). This study expands our understanding of substantial human changes during the terminal 
Pleistocene to early Holocene eras. Moreover, it also depicts human behavior and activities that are
 highly correlated with the concomitant paleoenvironmental changes which transpired during this 
time.

研究分野： 先史考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東アジアでは多数の地域で、他の地域を大きくさかのぼる年代に土器の出現が確認されている。本研究は日本列
島とアムール下流を中心に比較をおこない、土器を用いた多角的な資源利用の背景にどのような共通性と個性が
あるのかを検討した。両地には石器形態など一部類似も認められるが、詳細なデータ比較によって相違の大きさ
が明らかとなった。本研究によって、従来土器という共通性の強調によって見えにくくなっていた、世界各地の
多様な環境や資源に応じた、人類による周辺環境への多様な適応行動の地域事例を提示することができた。こう
した研究視点は、現代にも引き継がれている文化や伝統の多様性の起源解明にもつながるものと期待できる。



１．研究開始当初の背景 

（１）研究の動向：かつて、西アジアと考えられていた最古の土器の出現地は、神奈川県夏島

貝塚出土試料の 9000 年前を超える年代測定値により転機を迎えた。その後、アムール川下流域

を皮切りに、更新世末期の土器が東アジア各地で発見された。こうして更新世末期まで遡る土

器は、日本列島を含めた東アジアに広く認められる、当該期の特徴的な考古学的現象と捉えら

れるようになった。さらに近年、古環境研究データの高精度化と、年代測定技術の向上により、

考古遺跡や出土試資料と古環境がかつてない精度で対比されている。こうした研究により、更

新世末期に不安定な寒冷期から、現在に続く安定した温暖期へと急激な環境変動が生じたこと

が復元されている。そして、環境変動に対する人類のユニークな適応行動を示す顕著な事例と

して、東アジアにおける土器出現期は重要な研究対象と位置づけられるようになっている。中

でもアムール川下流域は、日本列島の資料との類似要素が指摘されてきたことから、日本人研

究者の注目を特に引き、両地域間の比較研究が試みられてきた。 

 

（２）研究着想の背景：ロシア連邦アムール川下流域に分布するオシポフカ文化は、更新世に

遡る土器や、石斧、大形両面加工尖頭器などの共通点から、日本列島の土器の起源とも目され

てきた。しかし、現状では日本列島の土器の起源を周辺地域に求めるには証拠が僅少である。

現段階では根拠に乏しい伝播による説明は一旦保留し、各地域の土器出現の背景を探るために、

まずは各地域における当該期人類の行動を復元するためのデータを蓄積する必要があるとの認

識に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究では、東アジアにおける特徴的な考古学的現象として注目されている、更新世末期に遡

る土器の出現を対象とする。土器出現の背景をロシア連邦アムール川下流域と日本列島の遺跡

事例から復元し地域間比較することによって、更新世末期の環境変動に対する人類の適応行動

の多様性の解明を試みる。申請者は 2001 年以来、日露共同調査を進めると共に、日本国内で

の遺跡事例の分析を進め、本研究課題の前提となるデータを蓄積してきた。本研究課題の推進

によって、比較研究の前提となる考古誌（調査報告書）の整備、刊行を行い、両地域における

当該期人類の環境変動に対する適応行動の特殊性と、地域をこえた共通性の解明を目指す。 

 

３．研究の方法 

（１）2001 年度から 2015 年度まで日露共同で調査を行ってきた、ゴンチャルカ 1 遺跡、ノヴ

ォトロイツコエ 10遺跡、オシノヴァヤレーチカ 10遺跡、オシノヴァヤレーチカ 12遺跡の調査

成果の整理と分析を行いデータを整備し、研究報告書として刊行を行う。 

（２）日本列島における晩氷期前半の温暖期相当の基準資料として、新潟県小瀬ヶ沢洞窟出土

石器の整理、分析を行う。 

（３）日本列島における晩氷期後半の寒冷期あるいは冷涼乾燥期相当の基準資料として、新潟



県室谷洞窟遺跡下層出土石器の整理、分析を行う。 

（４）日本列島内の縄文草創期遺跡出土石器および周辺地域（サハリン、北海道、青森、福井

など）での資料調査をおこない、各地の共通性と個性の抽出を行う。 

（５）上記の分析結果をもとにアムール川下流域と日本列島における更新世末期の人類行動の

共通性と差異の抽出を行う。検討の結果は本研究最終年度に刊行する研究報告書に反映させる。 

（６）日本列島およびアムール川下流域の特徴について検討するため、周辺地域の研究成果と

の比較検討の機会を設ける。具体的には、アムール川中流域、中国北東部、北海道、さらに当

該地域の土器、年代研究を推進してきた研究者による事例の報告と、報告者間での討論を行う

場を設け、当該地域における人類の環境への適応行動の共通性と多様性を明らかにする。 

 

４．研究成果 

（１）2016 年度は、基礎資料の整理と分析など上記課題の解明に向けた基礎的な作業を重視し

て研究を進めた。具体的には、①アムール川下流域のオシノヴァヤレーチカ 10 遺跡とノヴォト

ロイツコエ 10 遺跡出土資料の整理・分析をハバロフスク地方郷土誌博物館で行い、ノヴォトロ

イツコエ 10 遺跡については成果の取りまとめを行い研究報告書として刊行した。結果として、

両遺跡は約 13,000 年前に位置付けることができ、比較的近接した内容を持つことが明らかとな

った。これにより、研究課題遂行の基礎となる確実な遺跡データの整備を行うことができた。

②長岡市立科学博物館所蔵の新潟県小瀬ヶ沢洞窟遺跡および室谷洞窟遺跡出土資料の整理・分

析については、これまでに集めたデータの整理・分析を進めた。 

（２）2017 年度は、昨年度に引き続き基礎資料の整理と分析など、研究課題の解明に向けた基

礎作業をさらに進めた。具体的には、①2001 年に日露共同発掘を行った、アムール川下流域の

ゴンチャルカ 1 遺跡出土資料の整理・分析をハバロフスク地方郷土誌博物館で行い、成果を取

りまとめ研究報告書として刊行した。その結果、本遺跡をこれまでに分析、研究報告書を刊行

したオシノヴァヤレーチカ 10 遺跡、ノヴォトロイツコエ 10遺跡と同様に約 13,000 年前に位置

付けることができた。一方で、遺跡間で出土遺物の内容に異なる特徴があることも見出すこと

ができた。資料の蓄積が進んだことで、研究課題遂行の基礎となる確実な遺跡データ整備を行

うことができた。②長岡市立科学博物館所蔵の新潟県小瀬ヶ沢洞窟遺跡および室谷洞窟遺跡出

土資料の整理・分析を継続した。本年度は特に出土石器の器種分類結果の整理と、船底形石器

と呼ばれてきた石器の再検討を中心に整理・分析を進め、成果を研究論文として公表した。 

（３）2018 年度は、基礎資料の整理と分析など上記課題の解明に向けた基礎作業を進行すると

ともに、これまでの研究成果の統合と評価を行った。具体的には、①2015 年に日露共同発掘を

行った、アムール川下流域のオシノヴァヤレーチカ 10 遺跡出土資料の整理・分析をハバロフス

ク地方郷土誌博物館で行い、得られた成果を取りまとめた研究報告書を刊行した。併せて 2002

年、2005 年に実施した調査についてもデータの整理、分析を進め、概要を報告書に掲載した。

結果として、2015 年から 2018 年度までに計 4 冊の研究報告書を刊行することで、日露共同調

査の成果に基づく考古誌の整備を完了することができた。②これまでに扱ってきた長岡市立科



学博物館所蔵の新潟県小瀬ヶ沢洞窟遺跡資料の分析を継続したのに加え、新潟県立歴史博物館

所蔵資料の整理・分析を行った。特に、新潟県立歴史博物館所蔵資料については、分析の成果

を研究論文として公表した。③日本列島、アムール川下流域を含めたより広範囲での当該期の

比較検討については、2018 年度中に完了することはできなかったが、関係者間で協議と基礎的

な検討を続け、2019 年 5 月に日本考古学協会においてセッション「環日本海北部地域における

土器出現期」を開催し、北海道、アムール下流域、アムール中流域、中国北東部、関連する年

代、土器について情報の共有と、地域間の共通性と個性の抽出の機会を設けることができた。 
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